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【高等学校】

美容科 磯田由香
初めまして、以前は美容師として働いていましたが、

今年度から沢山の生徒たちと関わることが出来るの

がとても楽しみです。昨今の目まぐるしく変化し流れて

いく時代の中で、「何を伝え育んでいくことが生徒の

皆さんの為になるのか」これを常に考え、工夫し立派

な職業人を育てていけるように、日々邁進していきます。

大人になる一歩手前の生徒の皆さんに、「向陽高校

で学んでよかった」と社会に出てから思ってもらえるよ

うに、そして、将来自身の周りの子供たちを「向陽高校

に通わせたい」と思ってもらえるような学校にしていけ

るように、生徒の皆さんと一緒に魅力的な学校づくり

の一端を担えるように頑張りたいと思います。

【高等学校】

調理科・国語 安永孝子
４年間過ごした、ラテンのノリと暖かな太陽の国メキ

シコから帰国して久しぶりに日本の教壇に立ちます。

メキシコでは、少人数の学校で勤務していたこともあ

り、向陽高校の生徒数の多さに圧倒されています。更

に、いろいろな科に授業に行くため、校舎の中で迷子

になりながら、健康的に万歩計の歩数を上げています。

それぞれに夢を持って入学してきている生徒たちの夢

実現のために、微力ではありますが、自分の持てる力

を惜しみなく発揮して頑張りたいと思います。 今年９

９周年を迎える歴史と伝統ある向陽高校で勤務でき

ることを誇りに思い、生徒たちと共に成長できればと

思っています。よろしくお願いいたします。

【高等学校】

パティシエ科・理科 口木 政弘

着任初日、学園の中庭を散歩していたら、種子が

抜けて硬くなった丸い果実がたくさん落ちていました。

アメリカフウ、別名モミジバフウの果実でした。花言葉

を調べてみたら、「輝く心」「非凡な才能」とありました。

輝くものは素材が優れ、しかもきれいに磨かれていま

す。本学園で学ぶ皆さんが、自分の才能に気付き、友

と互いに切磋琢磨しながら、さらに自分を磨いて、世

のため人のために奉仕する人になってほしいという先

人の願いが込められているのではないかと、ふと想像

してしまいました。私も、本校の一員として、向陽高校

の伝統を受け継ぎ、ますます地域に愛され、自慢でき

る学校となるよう、努力してまいりたいと思います。

【高等学校】

保育科・家庭 小森 佳代子

生徒が生き生きと実習に臨む姿。見ていて私も日々、

元気をもらっています。来年１００周年を迎える歴史あ

る向陽高等学校で勤務することに、身の引き締まる思

いでスタートしました。これまで小学校と中学校に勤

務した経験では、子供たちに基礎基本の知識や技術

を習得させることを目指し、指導に当たってきました。

向陽高等学校は、専門分野の教育に特化しており、よ

り専門性を高めて、進路実現を目指していく場である

と思っています。卒業後、即戦力として働くことができ

る生徒の育成を目指し、「奉仕」の精神を備えるべく、

私自身も働くことの意味を感じながら、生徒の夢の実

現のために勤めていきます。

向陽高等学校

副校長 高山真砂美
私は、海上自衛隊で３４年の勤務を終え、本校で勤

務させて頂くことになりました。当初は経験がないことに

不安もありましたが、職員室の明るい雰囲気のお陰で

期待のほうが上回り、違和感なく楽しく勤務しておりま

す。また、環境は全く異なりますが、自衛官の心構えと

建学の精神「奉仕」に共通点があると考えております。

自衛官は入隊時「我が国の平和と独立を守るため、

常に徳操を養い心身を鍛え技能を磨くこと」を宣誓

します。

本校の「自己の人格形成に努め、他を支える存在とな

れるよう『奉仕にあたる』こと」は、心に持つべき本質は

同じと捉えている次第です。これらの心構えを胸に、生

徒達のために日夜奮闘されている先生方の勤務環境

を整え、校長をしっかりと補佐できる副校長を目指して

努力して参りますので、皆様どうぞ宜しくお願いいたし

ます。
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＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

【高等学校】
エステティック科・英語 柳樂秀子

【高等学校】

パティシエ科・体育 白川美和

着任して一週間が過ぎ自分の中の不安や疑問が

少しずつ解決していき、期待とワクワク感が高まってき

ているのを実感しています。自分が受けた感謝の思い

を、これから出会う方々に還元しながら、学びを深めて

いくことを抱負に掲げたいと思います。大事にしている

歌詞のフレーズを紹介します。「いいさそれでも、生き

てさえいれば、いつか幸せに巡りあえる。」これからも

生きる喜びを探しながら、実感しながら、共有しながら

日々、前進していきたいです。

私は昨年度まで諫早市教育委員会に勤務して、多

くの地域活動に関わってきました。向陽高校は、夢に

向かう生徒達の活気に満ちた学校であり、私も共に人

間力を高めたいとの思いで着任しました。夢の実現は、

苦しい事もあると思いますが、仲間と支え合いながら

叶えて欲しいです。皆さんが身につける「技術、奉仕の

精神、判断力」こそが豊かな生活へと繋がっていける

と信じています。１００周年に向けて、皆さんと共に強く

柔軟な心を持って日々を過ごして行きたいです。

【高等学校】

看護科 相良 沙織

私は、１３年前に向陽高校の看護科を卒業し医療

現場で看護師として働いてきました。この度自らが学

びお世話になった歴史ある学校で、教育に携わること

ができることを非常に光栄に思っています。

受け継がれてきた建学の精神「奉仕」を念頭に置き、

生徒の皆さんが目指す未来に向けて貢献できるよう、

私自身も学び、成長し続けていきたいと考えています。

特に看護科の皆さんとは日々の関わりを通して知識

や技術だけでなく、自己実現や社会貢献に向けた意

識を高められるよう、医療現場での経験や学びを共

有し、学習や実習でのサポートができるよう全力を尽

くしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

【高等学校】

看護科 山中五代

私は専攻科の7回生の卒業生で、医療現場で長年

勤務してきました。患者様援助と業務と学習に追われ、

挫折した時は患者様の笑顔と言葉に救われ続けるこ

とが出来ました。患者様に感謝の気持ちで一杯です。

そして、今まで培ってきた経験を還元することが私の

役目と思うようになり、できれば母校で勤務したいと

思いました。今年採用になりとても嬉しいです。学生を

目の当たりにして自分の学生時代を思い出すように

なりました。今年度は1年生（45回生）の副担任にな

り私も一緒に1年生をスタートしました。慣れないこと

ばかりですが分らないことは先輩先生方に教わりな

がら努めていきたいです。よろしくお願いします。

創立100周年記念へのメッセージ（法人・企業様）


